
（２）「歩く」ライフスタイル形成の効果算定 
「歩く」ライフスタイルの形成に資する方策の効果を計測する手法について検討を

行った。 

１）効果算定の方法 

前節では、対策の実施が行動変化に結びつく条件についてみたが、実際に行動変化

が起こったかどうかは、通常、交通手段毎の利用回数や移動距離、徒歩数等として直

接観測し、検証することができる。 

また、こうした観測値やその簡単な加工値の意味を、より一般に理解しやすい表現

とすること、例えば、健康面や環境面の効果を算出することも行われており、これら

はアウトプット指標からアウトカム指標を算定、推定するといわれ、「歩く」ライフ

スタイルの形成についてみれば、例えば情報提供など方策の高度化にフィードバック

することも可能である。 

さらに、代替案や異なる施策を比較評価したり、費用対効果を検討することを目的

とし、これらの指標を便益として、金銭換算することも行われる。 

 

本調査は、健康や暮らしやすさに着目していることから、ここでは、特に健康への

効果と環境への影響（特に温室効果ガス排出量の削減効果）つにいて、その評価手法

について検討する。 

 

 

 

 

 
方策の実施 

行動変化 
～「歩く」ライフスタ

イルの実現～ 

健康への効果 
（カロリー消費量等） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

方策の効果計測について 

環境への影響 
（CO2排出量） 

安全性への影響 
（交通事故の減少） 

・交通手段別の移動状況

（交通手段分担率） 
・一日の徒歩数 等 

道路混雑の解消 
（自動車走行時間短縮） 

・ 
・ 

便益（金銭評価） 
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ただし、対策の実施が行動変化に結びつくかどうかを事前に評価するのは難しい場

合も多い。 

例えば、我が国においては、歩行環境整備が歩行を促進するかどうかについて、交

通工学分野においても、心理や公衆衛生分野においても明確な見解は示されていない

のが現状である。一方、肥満問題等を背景とし交通と健康との関連に関する研究が活

発な米国においては、人工環境だけでは徒歩を促進することが難しく、徒歩を促進す

る個人的な要因に対して二次的な役割を果たすに過ぎないとの見解が一般的である。 

したがって、対策の事後評価は、行動の直接的な観測を通じて比較的正確に行える

のに対して、事前評価には不確定要素が多いことも注意しておく必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人工環境は身体運動に影響するか？ 

【米国交通学会における結論】 

・日常的な身体運動は健康にとって重要であり、不十分な身体運動は主要な、しか

し概して回避可能な公衆衛生問題である。 

・身体運動と健康との間の正の相互関係から、より多くの身体運動を伴うライフス

タイルを支援し、身体運動に対する障壁を減少させる人工環境が望ましい。 

・人工環境を継続的に改変することにより、より運動しやすい環境の提供を支持す

る政策や実践を行う機会が長期にわたり得られる。 

・多くの状況において身体運動水準を向上させる機会がある（家で、職場で、学校

で、旅先で、レジャーで）。人工環境は各状況において身体運動に影響を与える

可能性がある。 

・より多くの身体運動に結びつくように人工環境を改変する多くの機会と潜在的な

政策が存在する。しかし、現在の知見はどの改変が身体運動水準と健康状態に最

も影響するかを特定するほど十分ではない。 

室町による整理 
原典：Ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｂｏａｒｄ ａｎｄ Ｉｎｓｔｉｔｕｔｅ ｏｆ 

Ｍｅｄｉｃｉｎｅ： Ｄｏ ｔｈｅ Ｂｕｉｌｔ Ｅｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔ Ｉｎｆｌｕｅｎｃｅ  Ｐｈ
ｙｓｉｃａｌ Ａｃｔｉｖｉｔｙ？， Ｔｒａｎｓｐｏｒｔａｔｉｏｎ Ｒｅｓｅａｒｃｈ Ｂｏａｒ
ｄ Ｓｐｅｃｉａｌ Ｒｅｐｏｒｔ ２８２， ２００ 
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２）健康面の効果 

健康面の効果を計測する例として、カロリー消費量を計測する手法、医療費から健

康便益を計測する手法について整理する。 

 

① カロリー消費量の例 

 

移動によるカロリー消費量(kcal) 

＝調査期間中の各個人別走行時間（人・h） 

×性年齢別利用交通手段別カロリー消費係数（kcal／分） 
 

カロリー消費量 

交通手段 クルマ 電車地下鉄 バス 自転車 徒歩 

(kcal/分) 1.7 2.19 2.19 14.5 3.3 

出展：「第 6 次日本人の栄養所要量」(厚生労働省：平成 11年） 

 

 

② 健康面の便益評価の例 

 

ΔＭＥＤＩＣＡＬ＝Ｃ’me － Ｃme （円/人・日） 

Ｃ’me：MM実施後の徒歩時間に対応する医療費（円/人・日） 

Ｃme：MM実施前の徒歩時間に対応する医療費（円/人・日） 

 

1日歩行時間と医療費 
 男性 女性 

１日歩行時間 1時間以上 
30分 

～1時間 
30分以下 1時間以上

30分 

～1時間 
30分以下 

1人当たり 1 ヶ月 

当たり総医療費

（円） 

25,230 29,026 30,177 18,889 20,476 21,693 

（大崎国保コホート研究 9年間追跡結果（95.1-03.12）より） 
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３）環境面の効果 

環境面の効果を計測する例として、二酸化炭素排出量を計測する手法、その便益を

計測する手法について整理する。 

 

③ 二酸化炭素排出量の例 

【個人別の移動距離を利用】 

CO2 排出量(kg) 

＝Σ（区間距離×CO2 排出係数（g-CO2／km）） 

 

【車両別の移動距離を利用】 

CO2 排出量(kg) 

＝調査期間中の各車両別走行距離（km） 

×CO2 排出係数（g-CO2／km） 

 

【車両別の移動時間を利用】 

CO2 排出量(kg) 

＝調査期間中の各個人別走行時間（人・h） 

×平均旅行速度（km／h） 

×CO2 排出係数（g-CO2／人・km） 

 

④ 環境面の便益評価の例（二酸化炭素） 

【自動車】 

ΔＣＯ2  = ＣCO2 × βcar × ΔＴcar （円/人・日） 

ＣCO2：CO2 1gあたりの費用（円/g-CO2） 

βcar：クルマの CO2排出量原単位（g-CO2/分） 

ΔＴcar ：クルマ利用時間の変化量（分/人・日） 

 

【公共交通】 

ΔＣＯ2  = ＣCO2 ×γpub × ΔＴpub（円/人・日） 

ＣCO2：CO2 1gあたりの費用（円/g-CO2） 

γpub：公共交通の CO2排出量原単位（g-CO2/分） 

ΔＴpub ：公共交通利用時間の変化量（分/人・日） 

 

CO2 1gあたりの費用（円/g-CO2）＝1,212×10－6（円/g-CO2） 

※『平成 17年度自主参加型国内排出量取引制度（第１期）評価報告書』 
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2車種分類による CO2排出係数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典「自動車走行時の燃料消費率と二酸化炭素排出係数」（大城，松下，並河，大西） 
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４）心理的効果 

⑤ 仮想市場法（CVM） 

心理的効果の計測方法については、特に定まった方法は確立されていない。 

旅行費用法（対象地区を訪れる人が支出する交通費や費やす時間をもとに需要曲線

を推定し、便益を計測する方法）や仮想市場法 CVM（効果発現シナリオを提示し、

その実現に対する支払意思額を把握する方法）が用いられることも多いが、理論的根

拠の脆弱性や、精度の低さ等の問題を抱えているのが実状である。 

とはいえ、公共事業のアカウンタビリティ向上の要請等を背景とし、CVM は近年

実務でも利用されるようになってきている。現在の国土交通省所管公共事業の評価に

あたり、CVMの適用を位置づけているものとしては、下表のようなものがある。 

ただし、適用対象は、必ずしも明確にゆとりややすらぎといった“心理的効果”だ

けではなく、事業の効果を総合的に捉えるものとして位置づけられている。 

公共事業評価の CVMへの適用状況 

事業名 適用対象効果等 
マニュアルにおけ
る位置づけ 

マニュアル名 

河川･ダム事業 
（河川環境整
備事業） 

河川利用の推進 
水質の改善 
自然環境の改善 

ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

河川に係る環境整備の経
済評価の手引き（試案）

河川･ダム事業 
（ダム周辺環
境整備事業） 

環境改善 ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

ダム周辺環境整備事業に
おける費用便益分析の手
引き（案） 

海岸事業 海岸環境保全 
海岸利用 

ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

海岸事業の費用便益分析
指針（改訂版） 

都市再生総合
整備事業（拠点
整備型）及び市
街地環境整備
事業 

施設存在便益 
市民文化向上 
歩行者移動サービス向上 
上下移動快適性向上 
悪天候対応快適性向上 
人車錯綜回避 

ＣＶＭが適用可能
である旨の記載有
り 

都市再生総合整備事業及
び市街地環境整備事業の
新規採択時評価マニュア
ル（案） 

下水道事業 生活環境の改善 
公共用水域の水質保全 

ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

下水道事業における費用
対効果分析マニュアル
（案） 

特殊ケースの場合
の便益計測のガイ
ドラインとして、
ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

小規模公園費用対効果分
析手法マニュアル 

都市公園事業 遺跡・史跡の保存・保護 
希少動植物の生息 
土砂災害の防止 
親水空間の提供 等 

ＣＶＭが適用可能
である旨の記載有
り 

大規模公園費用対効果分
析手法マニュアル 

ＣＶＭが適用可能
である旨の記載有
り 

港湾整備事業の費用対効
果分析マニュアル 

港湾整備事業 
（港湾環境整
備事業） 

港湾環境整備による緩衝・
修景機能、休息機能、自 
然環境の改善機能 

ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

港湾投資の評価に関する
解説書2004 

観光基盤施設
整備事業 

満足度向上 
利便性向上 
地域的外部効果 

ＣＶＭの実施手順
の記載有り 

観光基盤施設整備事業に
おける費用対効果分析マ
ニュアル 
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⑥ ストレス指標 

交通混雑、交通事故の危険性等によるストレスを計測した例が報告されている。血

液、尿、唾液の採取、心拍や心電図の物理計測、アンケート等により把握されている。 

 

ストレス指標の例 1 

 

 

 

 

 

 

 

 
交通の健康学的影響に関する研究Ⅱ（2006，国土交通政策研究所） 

 

ストレス指標の例 2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
交通の健康学的影響に関する研究Ⅰ（2005，国土交通政策研究所） 
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⑦ 生理的・精神的・心理的効果の計測例 

熊野古道において、熊野古道ウォーキング調査プロジェクトチーム（和歌山県・和

歌県立医科大学・和歌山大学・日本福祉大学・（財）和歌山健康センター）が実施し

たウォーキングの生理的、精神的、心理的効果を計測した例を以下に整理する。 

 

【調査の目的】 

 熊野古道の自然環境や立地条件等に着目し、語り部とともにゆっくり歩く熊野

古道ウォーキングが及ぼす心身への健康効果を明らかにする。 

【調査の方法】 

 １回のウォーキング効果 

• 実施時期：11月下旬～12月中旬 

• 参加者数：延べ 120名程度 

• 方法：1回の熊野古道ウォークの前・中・後で、①生理的効果（免疫能、内

分泌代謝、自律神経機能）、②精神的効果（思考）、③心理的効果（感情）

について調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1回のウォーキング効果

コース：熊野古道 本宮大社付近
①発心門～本宮大社コース 6.8ｋｍ 37名
②発心門～湯の峰温泉（赤木越）7.1ｋｍ 31名
③湯の峰温泉～本宮大社（大日越）3.4ｋｍ 36名
④比較対照検査：和歌山市河西公園90分歩行） 15名

生理的効果（ ①自律神経②免疫 ③内分泌）
・負荷測定
①加速度歩行数②血圧③脈拍 ④血中乳酸
⑤酸素飽和度（心肺持久力）⑥筋硬度⑦血液検査

・効果測定
①唾液中ＩｇＡ（免疫能）②血液レオロジー（血液サラサラ）

精神的効果（思考）
前頭連合野テスト

心理的効果（感情）
POMS（気分の検査）
唾液中コルチゾール（心理的ストレス）

語
り
部
同
行

 2ヶ月トレーニング効果 

• 実施時期：12月中旬～2月中旬 

• 参加者数：39名程度 

• 方法：2ヶ月間にわたり、熊野古道ウォークと平地公園ウォークをそれぞれ

に、概ね週 3 回、1 回あたり 60 分間、習慣的に実施してもらい、2 ヶ月前

後で①生理的効果、②心理的効果、③行動変容について調査 
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  2ヶ月トレーニングの効果

生理的効果（ ①自律神経②内分泌③筋力）
・効果判定
①血圧②内臓脂肪面積・体力測定③血液レオロジー
④血液検査⑤大腿部筋断面積

心理的効果（思考）
POMS（気分の検査）

行動変容
生活習慣に関する関心度

①熊野古道トレーニング 11名
②平地公園トレーニング 18名

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【結果の概要】 

●1回のウォーキング効果 

1回の古道ウォークを行った結果、ストレス軽減、免疫力増加、リフレッシュ、足

の筋肉への適度な刺激など、多くの効果を確認。特に、和歌山市内からの参加者の免

疫力は、熊野本宮へ到着した時点で増加。また心理的ストレスの軽減、気分の改善効

果が見られた。 

 
和歌山市内からの参加者の免疫能の変化

（唾液中ＩｇＡ）

0

50

100

150

200

250

300

350

400

旅行出発前 本宮大社到着 古道ウォーク終了

変
化
率
（％
）

免疫力の増加

免疫力の増加

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
熊野古道ウォークによるストレスの改善
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●2ヶ月の運動効果 

2ヶ月間にわたり古道ウォークを行ったグループは、内臓脂肪の減少、心肺機能の

増加、下肢筋力の増加などの改善効果が得られた。 
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⑧ 笑顔の計測 

採取した血液、唾液、尿等から生理反応を計測し、そこから心理的効果を把握する

方法は、医学・衛生学による生理－心理の相関関係に関する研究結果に基づくもので

あるが、より直接的に心理的効果を計測する方法として、人間の表情を観測する方法

も考えられる。 

これまで、社会基盤整備の効果計測に利用された実績はないものの、近年の計測機

器の進化等により、技術的には可能といえる。 

 

カメラ画像からリアルタイムの表情を判別する技術 

 

 

 

 

 84

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

カメラの画像の中から顔を検知し、リアルタイムに笑顔度（0～100%）を自動

測定する。表情によって変化する目や口の形、顔のしわなどの情報を元に、笑顔

度合いを測定する。 

資料：OMRON 
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